
議 会 運 営 委 員 会 日 程

平成２８年６月１５日（水） 

午前１０時 ５０２会議室 

日程第１ 意見書案について 

 (1) 意見書案第 ７号 最低賃金の改定等に関する意見書 

 (2) 意見書案第 ８号 精神障害者への交通運賃割引制度の適用を求める意見書 

 (3) 意見書案第 ９号 県補助事業における補助率の格差の是正を求める意見書 

 (4) 意見書案第１０号 待機児童解消に向けて早急な対応を求める意見書 

 (5) 意見書案第１１号 骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する意見書 

 (6) 意見書案第１２号 次期介護保険制度改正における福祉用具貸与等の見直しに

関する意見書 

 (7) 意見書案第１３号 元米海兵隊員による女性遺体遺棄事件に強く抗議し、全て

の米軍基地の速やかな撤去を求める意見書 

日程第２ ６月１６日（木）の本会議の運営について 

 【別紙「６月１６日（木）の本会議の議事要領」による】 

日程第３ 一般質問について 

日程第４ その他 
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意見書案第７号 

最低賃金の改定等に関する意見書 

 日本経済の先行きについては、雇用・所得環境の改善が続く中で緩やかな回復に向かう

ことが期待される一方、昨年１１月に国が発表した一億総活躍社会の実現に向けて緊急に

実施すべき対策では、最低賃金・賃金引上げを通じた消費の喚起が掲げられ、最低賃金を

年率３％程度を目途として引き上げるとともに、それに向けて、中小企業や小規模事業者

の生産性向上等のための支援や、取引条件の改善等を図ることとされた。 

 こうした中、労働者を取り巻く情勢は、今年のいわゆる春闘において３年連続で２％台

の賃上げがなされたものの、伸び率と金額は共に過去２年に比べて鈍化しており、また、

昨年度改定後の神奈川県最低賃金の９０５円は、年収換算すると２００万円に満たず、い

まだワーキングプアを解消できない水準である。

 個人消費を拡大し、経済の好循環を確かなものとするためには、賃金の引上げを全ての

労働者に適用される最低賃金にも波及させることが必要であり、その実現に当たっては、

中小企業や小規模事業者への支援策の実績を明らかにして、その実効性を高めることに加

え、原材料の値上げなどコストの増加に苦しむ中小企業等による当該増加部分の取引価格

への転嫁を阻害する行為を防止することが求められる。 

 よって、国におかれては、平成２８年度の神奈川県最低賃金の改定に関し、次の事項に

ついて特段の措置を講ぜられるよう強く要望するものである。 

 １ 早期に神奈川地方最低賃金審議会に諮問し、改定すること。 

 ２ 中小企業や小規模事業者への支援に関し、国として実施している各施策における神

奈川県での活用実績等の成果の見える化を図り、各施策の実効性を高めるとともに、

公正な取引関係の確立に向け、為替変動、資材高騰、物価上昇等に伴うコストの増加

や消費税の価格転嫁を阻害する行為への適切な指導及び監視体制の強化を図ること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣 

 総 務 大 臣  宛て 

 厚生労働大臣 

 経済産業大臣 

 神奈川労働局長 
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意見書案第８号 

精神障害者への交通運賃割引制度の適用を求める意見書 

 障害者が移動する際の公共交通機関が果たす役割は非常に大きなものであるが、鉄道、

航空、バス等の交通運賃割引については、昭和２５年に身体障害者が対象となり、その後、

知的障害者も対象に加えられたにもかかわらず、精神障害者はいまだ対象とされていない。 

 本年４月に施行された障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律においては、身

体障害又は知的障害に限らず、精神障害のある者であっても、障害及び社会的障壁により

継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態にあるものとしては、いずれも

障害者として定義されている。 

 このように、精神障害者は、身体障害者及び知的障害者と同様に障害者と定義され、障

害者支援策により、社会参加や就労、雇用の促進が図られているにもかかわらず、身体障

害者及び知的障害者に比べて交通費に係る経済的負担が大きいことは、精神障害者の社会

参加を促す上で大きな障壁となっており、本市においても、平成２８年３月時点で１万５

６７人の精神障害者保健福祉手帳を有する精神障害者が交通運賃割引制度の対象から除外

され不合理な取扱いを受けている。 

 よって、国におかれては、精神障害者の社会復帰及び自立と社会参加を促進するため、

身体障害者及び知的障害者と同等の交通運賃の割引を早急に実現するよう、公共交通事業

者に対し、特段の措置を講ぜられるよう強く要望するものである。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣  宛て 

 総 務 大 臣   

 厚生労働大臣 

 国土交通大臣 
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意見書案第９号 

   県補助事業における補助率の格差の是正を求める意見書案の提出について 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

平成２８年６月１０日 

川崎市議会議長  石 田 康 博  様 

         提出者  川崎市議会議員  松 原 成 文 

                 〃     花 輪 孝 一 

                 〃     織 田 勝 久 

                 〃     市 古 映 美 
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県補助事業における補助率の格差の是正を求める意見書 

小児医療費助成事業、重度障害者医療費助成事業、ひとり親家庭等医療費助成事業等、

神奈川県の補助事業の中には、政令指定都市とその他の市町村との間で補助率に格差が設

けられているものがある。 

例えば、人口減少が問題となる中、子どもを育てる世帯にとって最も切実な問題であ

る小児医療費助成事業の補助金については、政令指定都市に対する県の補助率は４分の１、

他の市町村に対する補助率は３分の１から２分の１となっている。 

川崎市を始めとした政令指定都市の市民が他の市町村民と同様の県税負担をしている

実態からすれば、これは、県内の租税負担の公平性が損なわれている状態であると言わざ

るを得ない。 

よって、県におかれては、県税負担の実態を踏まえ、小児医療費助成事業を始めとす

る県補助事業については、政令指定都市と他の市町村との補助率の格差を早急に是正され

るよう強く要望するものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  年 月 日 

議会議長名 

神奈川県知事  宛て 
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意見書案第１０号 

   待機児童解消に向けて早急な対応を求める意見書案の提出について 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

平成２８年６月１０日 

川崎市議会議長  石 田 康 博  様 

         提出者  川崎市議会議員  松 原 成 文 

                 〃     花 輪 孝 一 

                 〃     織 田 勝 久 

                 〃     市 古 映 美 
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待機児童解消に向けて早急な対応を求める意見書 

 国は、待機児童解消加速化プランに基づき、保育所等の受入れ児童数の拡大や保育士の

処遇改善などに取り組んできたところであるが、平成２７年４月時点で、依然として２万

人を超える待機児童が存在している。 

 また、本市の待機児童数においては、昨年４月にゼロを実現したものの、就学前児童の

増加や保育所申請率の上昇等により、今年４月時点で６人に増加している状況にある。 

待機児童は、特に大都市に多く存在し、問題解決のためには、地域の実情や利用者の

視点に立ったきめ細かな支援策が重要である。 

こうした中、保育人材を確保するための処遇改善など総合的な取組を推進するととも

に、待機児童の多い地域においては即効性のある対策を集中的に講ずることも必要である。 

よって、国におかれては、必要な予算の確保を含め、早急に待機児童の解消を図るた

め、次の事項について特段の措置を講ぜられるよう強く要望するものである。 

１ 待機児童解消のため、待機児童解消加速化プランを着実に実施すること。また、

子ども・子育て支援新制度を利用者目線で総点検し、実態に応じた公定価格の実現

を図ること。 

２ 多様な保育ニーズと保育所等とのマッチングについて、利用者の視点に立った機

能強化が図られるようにすること。 

３ 都市部における施設整備の用地確保を図るため、定期借地制度や公務員住宅等の

空きスペースの活用など、国有地等を活用した保育所等の整備に取り組むこと。 

４ 保育士の賃金引上げやキャリアアップ支援など、保育士の更なる処遇改善を検討

すること。また、短時間正社員制度や育児休業取得の推進など、保育士が働きやす

い環境整備にも取り組むこと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣    宛て 

 総 務 大 臣   

 厚生労働大臣 

少子化対策担当大臣 
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意見書案第１１号 

   骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する意見書案の提出について 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

平成２８年６月１０日 

川崎市議会議長  石 田 康 博  様 

         提出者  川崎市議会議員  松 原 成 文 

                 〃     花 輪 孝 一 

                 〃     織 田 勝 久 

                 〃     市 古 映 美 
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骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する意見書 

 骨髄移植及び末梢血幹細胞移植は、白血病等の難治性血液疾患に対する有効な治療法で

あり、広く一般の方々に善意による骨髄等の提供を呼び掛ける骨髄バンク事業については、

公益財団法人日本骨髄バンクが主体となり、実施されている。 

 骨髄バンク事業において、平成２８年３月現在のドナー登録者数は４５万人を超え、患

者とのＨＬＡ適合率は９割を超えている一方で、そのうち移植に至るのは６割未満にとど

まっているのが現状であり、その要因は、ドナーの健康上の問題のほか、提供に伴う通院

や入院等のための休暇を認めるか否かの対応が、ドナーを雇用している事業主ごとに異な

ることなどが挙げられる。 

骨髄バンク事業では、骨髄等の提供に際しての検査や入院等に必要な交通費、医療費等、

ドナー側の費用負担はなく、また、万一、骨髄等の提供に伴う健康障害が生じた場合でも、

日本骨髄バンクによる保険が適用されるなど、ドナーの負担軽減に関して様々な取組が行

われている。 

 しかし、ドナーが、検査や入院等で病院に行くために仕事を休業した場合の補償は、現

在、行われておらず、ドナーが安心して骨髄等を多くの患者に提供できるような仕組み作

りが早急に求められている。 

 よって、国におかれては、骨髄移植等の一層の推進を図るため、ドナーに対する支援の

充実に関し、次の事項を早期に実施されるよう強く要望するものである。 

 １ ドナー休暇の制度化について検討すること。また、事業主向けに策定した労働時間

等見直しガイドラインの中でドナー休暇制度を明示するなど、企業等の取組を促進す

るための方策を講ずること。 

２ ドナーが、骨髄等の提供に伴う入院、通院、打合せ等のために休業する場合の補

償制度の創設について検討すること。

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣  宛て 

 総 務 大 臣   

 厚生労働大臣 
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意見書案第１２号 

   次期介護保険制度改正における福祉用具貸与等の見直しに関する意見書案

の提出について 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

平成２８年６月１０日 

川崎市議会議長  石 田 康 博  様 

         提出者  川崎市議会議員  松 原 成 文 

                 〃     花 輪 孝 一 

                 〃     織 田 勝 久 

                 〃     市 古 映 美 
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次期介護保険制度改正における福祉用具貸与等の見直しに関する意見書 

 国は、次期介護保険制度改正に向けて、軽度者に対する福祉用具貸与等の在り方の見直

しについて検討を進めているところであるが、現行の介護保険制度による福祉用具貸与や

住宅改修に係る給付は、高齢者自身の自立意欲を高めるとともに介護者の負担軽減を図る

という極めて重要な役割を果たしている。 

 例えば、手すりや歩行器などの軽度者向け福祉用具は、転倒・骨折予防や自立した生活

の継続を実現し、重度化を防ぎ遅らせることに役立っており、また、外出機会を保障する

ことによって、特に一人暮らしの高齢者の閉じ籠もりを防ぎ、社会生活の維持につながっ

ている。 

 軽度者に対する福祉用具や住宅改修の利用が原則自己負担になれば、低所得世帯等弱者

の切り捨てになりかねず、また、福祉用具や住宅改修の利用が抑制され重度化が進展し、

結果として介護保険給付の適正化という目的に反して高齢者の自立した生活を阻害し給付

費が増大するおそれがある。 

 よって、国におかれては、次期介護保険制度改正における福祉用具貸与等の見直しにお

いては、高齢者の自立を支援し、介護の重度化を防ぐといった介護保険の理念に沿って介

護が必要な方の生活を支える観点から検討されるよう強く要望するものである。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣  宛て 

 総 務 大 臣   

 厚生労働大臣 
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意見書案第１３号 

   元米海兵隊員による女性遺体遺棄事件に強く抗議し、全ての米軍基地の速

やかな撤去を求める意見書案の提出について 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

平成２８年６月１０日 

川崎市議会議長  石 田 康 博  様 

         提出者  川崎市議会議員  市 古 映 美 

                 〃     石 田 和 子 

                 〃     佐 野 仁 昭 

〃     斉 藤 隆 司 

                 〃     石 川 建 二 

                 〃     井 口 真 美 

                 〃     勝 又 光 江 

                 〃     大 庭 裕 子 

 〃     渡 辺   学 

                    〃     宗 田 裕 之 

                 〃     片 柳   進 
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元米海兵隊員による女性遺体遺棄事件に強く抗議し、全ての米軍基地の速や

かな撤去を求める意見書 

 沖縄県うるま市で発生した、元米海兵隊員の米軍属が、将来に夢を抱く若い女性の尊い

命を奪った極めて残虐で凶悪な事件は、沖縄県民のみならず国民に大きな衝撃と不安を与

え、激しい怒りの声が広がっている。 

今回の事件に対し、在日米軍と米政府に厳しく抗議し、また、戦後７１年間、沖縄に

基地を押しつけ、事件が起きるたびに「二度と起こさせない」と繰り返しながら、再発を

許してきた日本政府の責任も極めて重大であると言わざるを得ない。 

このような凶悪犯罪が起きたにもかかわらず、５月２５日に行なわれた安倍首相とオ

バマ米大統領による日米首脳会談で、安倍首相が、在日米軍の特権を定めた日米地位協定

の改定に言及しなかったことに対し、沖縄県の翁長知事は、「県民は納得しない」などと

批判し、翌２６日には沖縄県議会が、本土復帰後、初めて在沖海兵隊の撤退要求を盛り込

んだ抗議決議及び意見書を全会一致で採択した。 

平成元年から昨年までの全国の米軍関係者の刑法犯検挙件数のうち、約半数の１，９

００件が沖縄県に集中しているが、まさに基地あるがゆえの事件・事故の発生であり、基

地の撤去こそ最善の再発防止策であるにもかかわらず、この上、県民の世論を無視して、

名護市辺野古沖に、最新鋭基地を建設するなど言語道断である。 

よって国におかれては、事態を重く受けとめ、次の事項が速やかに実現されるよう強

く要望するものである。 

１ 今回の女性遺体遺棄事件の被害者の遺族への謝罪及び完全な補償を行うこと。 

２ 日米地位協定を抜本的に見直すこと。 

３ 辺野古新基地建設の中止及び全ての米軍基地の速やかな撤去に踏み出すこと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣   

 総 務 大 臣       宛て 

 外 務 大 臣 

 防 衛 大 臣 

 沖縄及び北方対策担当大臣 
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６月１６日（木）の本会議の議事要領 

１ 

   日程第１  一般議案  ２０件 

   日程第２  報  告  １５件   一括上程 

   日程第３  請  願   １件 

 (1) 委員長報告 （日程第１、第３の各案件） 

   総務、文教、健康福祉、まちづくり、環境委員長の順 

～ 委員長報告に対する質疑 ～

 (2) 討 論 （日程第１、第３の各案件） 

  ［日程第２の報告に対するご意見などがあれば、併せてお願いする。発言は、今議会の発言順］ 

 (3) 採 決 

   ① 日程第１の議案２０件中、次の議案６件を除いた１４件を起立により一括採決 

議案第 ９５号 川崎市保育園条例の一部を改正する条例の制定について 
議案第 ９６号 川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 
議案第 ９７号 川崎市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 
議案第 ９８号 川崎市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
議案第 ９９号 川崎市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
議案第１１１号 川崎市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営の基準に

関する条例の一部を改正する条例の制定について 

   ② 除いた議案第９５号、第９６号、第９７号、第９８号、第９９号及び第１１１号の６件を起立
により一括採決 

   ③ 日程第３の請願第１号の請願１件を起立により採決 
請願第  １号 義務教育に係る国による財源確保と、３０人以下学級の実現をはかり、教育

の機会均等と水準の維持向上、並びにゆきとどいた教育の保障に関する請願 

 ２ 

日程第４  
    意見書案第 ７号 最低賃金の改定等に関する意見書 
    意見書案第 ８号 精神障害者への交通運賃割引制度の適用を求める意見書 
    意見書案第 ９号 県補助事業における補助率の格差の是正を求める意見書 
    意見書案第１０号 待機児童解消に向けて早急な対応を求める意見書 
    意見書案第１１号 骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する意見書 
    意見書案第１２号 次期介護保険制度改正における福祉用具貸与等の見直しに関する意見書 

［一括上程、書記朗読等を省略し、直ちに起立により一括採決］ 

    意見書案第１３号 元米海兵隊員による女性遺体遺棄事件に強く抗議し、全ての米軍基地の速や
かな撤去を求める意見書 

［上程、提案説明、自席質疑（討論）の後、直ちに起立により採決］ 
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平成２８年第２回川崎市議会定例会 

                 議事日程第４号 

平成２８年６月１６日（木） 

                                          午 前１０時  開  議 

 第 １ 

議案第 ９２号  川崎市スポーツ・文化総合センター条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ９３号  川崎市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を改 

         正する条例の制定について 

議案第 ９４号  川崎市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介 

         護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等に関する条例の一部を改 

         正する条例の制定について 

議案第 ９５号  川崎市保育園条例の一部を改正する条例の制定について  

議案第 ９６号  川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ９７号  川崎市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

         ついて 

議案第 ９８号  川崎市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ９９号  川崎市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１００号  川崎市基金条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１０１号  川崎市情報公開・個人情報保護審査会委員の選任について  

議案第１０２号  南部リサイクルセンター基幹的整備工事請負契約の締結について  

議案第１０３号  川崎駅西口堀川町Ｃ地区連絡ペデストリアンデッキ整備工事請負契約の締結について 

議案第１０４号  等々力硬式野球場改築工事請負契約の締結について 

議案第１０５号  等々力硬式野球場改築電気設備工事請負契約の締結について 

議案第１０６号  五反田川放水路放流部函体築造工事請負契約の変更について 

議案第１０７号  南武線津田山駅自由通路新設及び橋上駅舎整備工事委託等契約の締結について 

議案第１０８号  市道路線の認定及び廃止について 

議案第１０９号  黒川地区小中学校新設事業の契約の変更について 

議案第１１０号  平成２８年度川崎市一般会計補正予算 

議案第１１１号  川崎市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営の基準に関する条例の一部 

         を改正する条例の制定について 

 第 ２ 

報告第  ２号  平成２７年度川崎市一般会計繰越明許費繰越額の報告について  

報告第  ３号  平成２７年度川崎市一般会計事故繰越し繰越額の報告について  

報告第  ４号  平成２７年度川崎市港湾整備事業特別会計繰越明許費繰越額の報告について 

報告第  ５号  平成２７年度川崎市墓地整備事業特別会計繰越明許費繰越額の報告について 

報告第  ６号  平成２７年度川崎市生田緑地ゴルフ場事業特別会計繰越明許費繰越額の報告について 

報告第  ７号  平成２７年度川崎市病院事業会計継続費繰越額の報告について  

報告第  ８号  平成２７年度川崎市病院事業会計予算繰越額の報告について   

報告第  ９号  平成２７年度川崎市下水道事業会計予算繰越額の報告について 

報告第 １０号  平成２７年度川崎市水道事業会計予算繰越額の報告について 

報告第 １１号  平成２７年度川崎市工業用水道事業会計予算繰越額の報告について  

報告第 １２号  平成２７年度川崎市自動車運送事業会計予算繰越額の報告について 

報告第 １３号  川崎市情報公開条例第３５条の規定による運営状況の報告について  

報告第 １４号  川崎市個人情報保護条例第４１条の規定による運営状況の報告について 

報告第 １５号  川崎市審議会等の会議の公開に関する条例第１１条の規定による運営状況の報告について 

報告第 １６号  地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告について 
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 第 ３  

請願第  １号  義務教育に係る国による財源確保と、３０人以下学級の実現をはかり、教育の機会均等と水準 

         の維持向上、並びにゆきとどいた教育の保障に関する請願 

 第 ４  

  意見書案第 ７号  最低賃金の改定等に関する意見書 

  意見書案第 ８号  精神障害者への交通運賃割引制度の適用を求める意見書 

  意見書案第 ９号  県補助事業における補助率の格差の是正を求める意見書 

  意見書案第１０号  待機児童解消に向けて早急な対応を求める意見書 

  意見書案第１１号  骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する意見書 

  意見書案第１２号  次期介護保険制度改正における福祉用具貸与等の見直しに関する意見書 

  意見書案第１３号  元米海兵隊員による女性遺体遺棄事件に強く抗議し、すべての米軍基地の速やかな撤去を求 

            める意見書 
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平成２８年６月１３日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     石 田 康 博 様

                            総 務 委 員 長 

                              浜 田 昌 利

総務委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第１０１号 川崎市情報公開・個人情報保護審査会委員の選任について

（同  意）

議案第１１０号 平成２８年度川崎市一般会計補正予算

（原案可決）
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平成２８年６月１３日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     石 田 康 博 様

                            文 教 委 員 長 

                              松 原 成 文

文教委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第 ９２号 川崎市スポーツ・文化総合センター条例の一部を改正する条例の

制定について （原案可決） 

議案第 ９５号 川崎市保育園条例の一部を改正する条例の制定について 

 （原案可決） 

議案第 ９６号 川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を

改正する条例の制定について       （原案可決） 

議案第 ９７号 川崎市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準等に関する条例の

一部を改正する条例の制定について     （原案可決） 

議案第 ９９号 川崎市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて                  （原案可決） 

議案第１０９号 黒川地区小中学校新設事業の契約の変更について 

 （原案可決） 

議案第１１１号 川崎市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運

営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 （原案可決） 
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平成２８年６月１０日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     石 田 康 博 様

                            健康福祉委員長 

                              田 村 伸 一 郎

健康福祉委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第 ９３号 川崎市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基

準等に関する条例の一部を改正する条例の制定について   

（原案可決）

議案第 ９４号 川崎市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び

運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法の基準等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について （原案可決）

議案第 ９８号 川崎市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について （原案可決）

議案第１００号 川崎市基金条例の一部を改正する条例の制定について    

（原案可決）
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平成２８年６月１０日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     石 田 康 博 様

まちづくり委員長

                              木 庭 理 香 子

まちづくり委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第１０３号 川崎駅西口堀川町Ｃ地区連絡ペデストリアンデッキ整備工事請負

契約の締結について            （原案可決） 

議案第１０４号 等々力硬式野球場改築工事請負契約の締結について 

（原案可決） 

議案第１０５号 等々力硬式野球場改築電気設備工事請負契約の締結について 

（原案可決）

議案第１０６号 五反田川放水路放流部函体築造工事請負契約の変更について 

  （原案可決） 

議案第１０７号 南武線津田山駅自由通路新設及び橋上駅舎整備工事委託等契約の

締結について               （原案可決） 

議案第１０８号 市道路線の認定及び廃止について 

（原案可決） 
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平成２８年６月１０日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     石 田 康 博 様

                            環 境 委 員 長 

                              斉 藤 隆 司

環境委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第１０２号 南部リサイクルセンター基幹的整備工事請負契約の締結について 

 （原案可決） 
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平成２８年６月１３日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     石 田 康 博 様

                            文 教 委 員 長 

                              松 原 成 文

文教委員会審査報告書（請願）

  本委員会に付託された下記の請願を審査の結果、次のとおり決定したので、会議

 規則第７７条及び第９４条の規定により報告します。

記

請願第１号 義務教育に係る国による財源確保と、３０人以下学級の実現をはかり、

教育の機会均等と水準の維持向上、並びにゆきとどいた教育の保障に関

する請願      （取り下げ）
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平成２８年第２回川崎市議会定例会 

議事日程第７号 

                            平成２８年６月２１日（火） 

                               午 前 １ ０ 時  開  議  

  第 １ 

   一 般 質 問 

  第 ２ 

   請願・陳情 

  第 ３ 

   閉会中の継続審査及び調査について 
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閉会中の継続審査及び調査申し出一覧表

平成２８年６月２１日 

《 総 務 委 員 会 》 

 陳情第１号、２８号 

 総務企画局、財政局、経済労働局、臨海部国際戦略本部及びその他の行政について 

《 文 教 委 員 会 》 

請願第１９号、２０号 

陳情第５号、３８号、５３号 

 市民文化局、こども未来局及び教育委員会の行政について

《 健 康 福 祉 委 員 会 》 

 請願第４号、１３号 

 陳情第３１号、３２号、３５号、４９号 

 健康福祉局、病院局及び消防局の行政について 

《まちづくり委員会》 

 請願第２号、３号、９号、１１号、１５号、１６号、１７号 

 陳情第２号、１８号、１９号、２０号、２９号、４０号、５０号、５２号 

 まちづくり局及び建設緑政局の行政について 

《 環 境 委 員 会 》 

 請願第７号 

陳情第３号、４号 

 環境局、港湾局、上下水道局及び交通局の行政について 

《 議 会 運 営 委 員 会 》 

議会の運営に関する事項 

 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

議長の諮問に関する事項 
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　　　会派
月日

自  民  党 公　明  党 民主みらい 共　産　党 無　所　属 

6/17 ＊ 末 永 直 ＊ 春 孝 明 ＊ 木 庭 理 香 子 ＊ 石 川 建 二

(金) ＊ 老 沼 純 ＊ 川 島 雅 裕 ＊ 押 本 吉 司 ＊ 勝 又 光 江

(18人) ＊ 矢 沢 孝 雄 ＊ 河 野 ゆ か り ＊ 松 井 孝 至 ＊ 宗 田 裕 之

＊ 吉 沢 章 子 ＊ 田 村 伸 一 郎 ＊ 佐 野 仁 昭 ＊ 月 本 琢 也

＊ 添 田 勝

＊ 重 冨 達 也

6/20 ＊ 斎 藤 伸 志 ＊ 浜 田 昌 利 ＊ 山 田 益 男 ＊ 片 柳 進

(月) ＊ 野 田 雅 之 ＊ か わ の 忠 正 ＊ 林 敏 夫 ＊ 大 庭 裕 子

(19人) ＊ 廣 田 健 一 ＊ 沼 沢 和 明 ＊ 露 木 明 美 ＊ 斉 藤 隆 司

＊ 松 原 成 文 ＊ 岩 崎 善 幸 ＊ 雨 笠 裕 治 ＊ 石 田 和 子 ＊ 小 田 理 恵 子

＊ 渡 辺 あ つ 子

＊ 三 宅 隆 介

6/21 ＊ 橋 本 勝 ＊ 山 田 晴 彦 ＊ 堀 添 健 ＊ 渡 辺 学

(火) ＊ 山 崎 直 史 ＊ 後 藤 晶 一 ＊ 織 田 勝 久 ＊ 市 古 映 美

(16人) ＊ 原 典 之 ＊ 吉 岡 俊 祐 ＊ 岩 隈 千 尋 ＊ 井 口 真 美

＊ 浅 野 文 直 ＊ 花 輪 孝 一 ＊ 飯 塚 正 良

＊ 嶋 崎 嘉 夫

53人 13人 12人 11人 11人 6人

＊　　印は一問一答方式

平成２８年第２回定例会一般質問者一覧（案）

発言通告締切日　平成２８年６月１３日（月）　午後１時
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平成２８年第２回定例会一般質問発言要旨（届出順） 

  ＊ 印は一問一答方式  

順序 発  言  者 要          旨 答  弁  者 

1 ＊ 三 宅 隆 介 ① 職員の病休状況について 市 長 

総 企 

関係局 

副市長

多 摩② 健康都市宣言について 

③ 本市への人口流入について 

2 ＊ 添 田  勝 ① 小中学生の朝食摂取状況について 健 福 教次長

② かわさき健幸福寿プロジェクトについて 

3 ＊ 重 冨 達 也 ① 災害用備蓄トイレの管理について 総 企 

関係局 

環 境

4 ＊ 月 本 琢 也 ① 主権者教育について 市 長 

こども 

教次長 

教育長

健 福

選 管
② 貧困連鎖の対策について 

5 ＊ 小 田 理 恵 子 ① 災害時のアレルギー事故防止策について 総 企

関係局 

経 労

② ものづくり起業支援について 

③ 決裁プロセス改革について 

6 ＊ 石 川 建 二 ① 宮前平駅前の交差点安全対策について 市 長 

市 民 

宮 前

関係局 

教育長

経 労

教次長
② 宮前平駅改修に伴う図書返却ポストの設置につい

て 

③ 中小企業支援策について 

・小規模事業者の実態調査 

・展示会への支援拡充 

・（仮）中小企業活性化専門部会 

7 ＊ 佐 野 仁 昭 ① 消防団活動の環境整備について 市 長 

健 福 

建 設

川 崎 

環 境

ま ち

消 防

関係局

② 羽田連絡道路事業について 

③ 防災対策について 

・カマドベンチの増設 

・家具の転倒防止対策 

④ 京町３丁目市営住宅集会所の維持管理と京町もも

たろう公園へのトイレの設置について 

8 ＊ 宗 田 裕 之 ① 消費税の市財政への影響について 水管者 

健 福 

関係局 

財 政

ま ち② 久末地域の特養ホームの整備について 

③ 子母口小仮設校舎の跡地利用について 

④ 市営住宅の蛍光灯のＬＥＤ化について 

9 ＊ 勝 又 光 江 ① 農地の保全について 教育長 

環 境 

消 防 

関係局 

経 労

建 設

教次長
② 街路樹の適正管理について 

③ 遺跡の保存について 

④ 航空機の騒音対策について 

⑤ 女性消防職員の職場環境について 

10 ＊ 片 柳  進 ① 放置自転車の寄贈とベトナム・ダナン市との友好に

ついて 

市 長 

ま ち 

川 崎 

市 民

建 設

関係局② ヘイトスピーチ解消法への対応について 

③ 多摩川の洪水対策、浸水想定について 

④ 川崎駅東海道線ホームの拡幅について 

⑤ 川崎区市民活動コーナーについて 
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平成２８年第２回定例会一般質問発言要旨（届出順） 

  ＊ 印は一問一答方式  

順序 発  言  者 要          旨 答  弁  者 

11 ＊ 大 庭 裕 子 ① 下小田中小学校の校舎増築計画について 水管者 

ま ち 

建 設 

関係局 

教育長

健 福

教次長
② ＪＲの混雑解消策と女性専用車両について 

③ 多摩川河川敷利用に伴う安全整備について 

④ 江川せせらぎ遊歩道について 

⑤ 第二種社会福祉事業の施設について 

12 ＊ 斉 藤 隆 司 ① 市営バス運行ダイヤについて 経 労 

交通局 

ま ち

② 登戸土地区画整理事業について 

③ 商店街支援について 

13 ＊ 石 田 和 子 ① 乳幼児健診及び母子保健事業について こども 

ま ち 

高 津

健 福

建 設

関係局
② 大山街道片町踏切の安全対策について 

③ かすみ堤防の保全について 

④ 下作延交差点の交通安全対策について 

14 ＊ 渡 辺  学 ① わくわくプラザの学校長期休業期間中の開所時間

について 

こども 

建 設 

ま ち

交 通

② 川崎駅西口地域の自転車通行環境整備について 

③ 幸区役所への利便性を高めるバス運行について 

④ 市営住宅のエレベータ設置促進について 

15 ＊ 市 古 映 美 ① 中学校の運動部活動について 

・子どもの成長と教師の多忙化 

教育長

健 福

関係局

総 企

教次長

② 災害時のトイレに及び避難場所における女性配慮

について 

③ リハビリテーション福祉センターの付属スポーツ

施設について 

16 ＊ 井 口 真 美 ① 公共施設における太陽光パネルの設置について 環 境

建 設 

ま ち

関係局② 宅地耐震化推進事業について 

③ 緑地保全について 

④ 街区公園の整備について 

17 ＊ 山 田 晴 彦 ① 多摩川バーベキュー広場等の駐車場について 

・事業効果 

・今後の展開 

市 長 

健 福 

建 設 

環 境

ま ち

関係局

② 市営住宅の高齢者対策について 

・生活援助員派遣事業 

・公費設置風呂釜等の進捗 

③ 旧耐震基準マンション等（非木造住宅）対策につい

て 

18 ＊ 吉 岡 俊 祐 ① 空き家対策について 市 長 

総 企 

経 労 

関係局 

教育長

市 民

ま ち
② パラムーブメントと障害者差別解消法について

③ キャリア教育について

19 ＊ 岩 崎 善 幸 ① 建築物省エネ法の対応について 

・目的と広報の取組 

・省エネ設備補助制度の拡充ほか 

・ＣＬＴの活用 

市 長 

市 民 

健 福

建 設 

関係局 

教育長

環 境

ま ち

教次長

② 道路交差点の安全対策について 

・港町駅入口と久根崎交差点周辺 

③ 自転車の総合対策について 

・新川通りの自転車走行環境等整備 

④ 一人暮らし支援サービス事業について 
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平成２８年第２回定例会一般質問発言要旨（届出順） 

  ＊ 印は一問一答方式  

順序 発  言  者 要          旨 答  弁  者 

20 ＊ 河 野 ゆ か り ① 女性活躍推進について 市 長 

こども 

教次長 

総 企

多 摩

関係局
② 市立小学校並びに「わくわくプラザ」の緊急時対応に

ついて

③ 生田緑地におけるパークマネジメントの取組並びに

日本民家園開園５０周年の取組について

21 ＊ 花 輪 孝 一 ① 低未利用地の実態と活用について 副市長 

財 政 

建 設 

関係局

教育長

健 福

教次長
② 徘徊高齢者対策について 

③ 尻手黒川線の全線開通の見通しについて 

④ 福祉教育について 

22 ＊ 沼 沢 和 明 ① 着衣泳（ＵＩＴＥＭＡＴＥ）について 市 長 

総 企 

消 防 

関係局 

教育長

市 民

教次長
② 行政委員の報酬について 

③ 本庁舎建替について（文化・芸術のまち） 

④ Ｗｉ－Ｆｉの環境整備について 

23 ＊ 浜 田 昌 利 ① 学校での熱中症対策について 市 長 

教育長 

こども 

健 福 

港 湾

関係局 

副市長

市 民

経 労

建 設

教次長

② 多摩川などでの違法係留について 

③ ひきこもり支援について 

④ 商店街への防犯カメラ設置支援について 

⑤ 幼稚園の一時預かり事業について 

24 ＊ 田 村 伸 一 郎 ① 発達障害児支援策について 市 長 

健 福 

関係局 

環 境

教次長② 食品ロス削減への取組について 

25 ＊ か わ の 忠 正 ① 川崎駅周辺の整備について 市 長 

ま ち

関係局 

市 民

建 設② 市営住宅について 

26 ＊ 後 藤 晶 一 ① 防災対策について 

・災害弱者（要援護者）施策 

市 長 

総 企 

教次長 

教育長

健 福

関係局② 教育環境整備について 

・末長小過密対策 

27 ＊ 川 島 雅 裕 ① ヘルプマークについて 

・東京パラリンピックまでの取組 

市 長

市 民

関係局 

総 企

健 福

② 紙おむつ支給制度について 

・支給要件の見直し 

③ とどろきアリーナのトイレの洋式化について 

④ 避難所のＷｉ－Ｆｉ活用について 

・防災訓練での啓蒙、使用手順の広報強化、災害時

の開放 

28 ＊ 春  孝 明 ① 身体障害者補助犬について 教育長 

教次長 

健 福

関係局② 川崎市高等学校奨学金制度について 

③ 残薬と薬剤耐性菌対策について 
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平成２８年第２回定例会一般質問発言要旨（届出順） 

  ＊ 印は一問一答方式

順序 発  言  者 要          旨 答  弁  者 

29 ＊ 渡 辺 あ つ 子 ① １８歳選挙権と投票所のバリアフリーの状況につ

いて 

健 福 

交 通

関係局 

建 設

選 管

② ＬＥＤ街路灯設置に関する諸課題について 

・バス通りや比較的交通量の多い道路などの街路灯

のＬＥＤ化が進んでいることから発生する課題 

・バス停付近における街路灯の設置 

③ 地域包括ケアシステム及び生活援助について 

・地域包括ケアシステムの法的根拠 

・生活援助の在り方 

④ かわさき健幸福寿プロジェクトについて 

・日常生活の改善を見たときのインセンティブの在

り方 

30 ＊ 織 田 勝 久 ① 鷺沼駅周辺まちづくり推進事業について 市 長 

ま ち 

宮 前 

関係局 

健 福

建 設

麻 生
② 都市計画道路の整備について 

③ 新百合ヶ丘駅周辺地区まちづくり推進事業につい

て 

④ 重度障害者医療費助成制度について 

31 ＊ 木 庭 理 香 子 ① ＡＥＤの設置について 教育長 

経 労 

建 設 

総 企

ま ち

関係局
② 生産緑地について 

③ ブランドメッセージについて 

④ 中学校教員の負担軽減について 

32 ＊ 露 木 明 美 ① 子ども・若者の居場所づくりについて 教育長 

こども 

多 摩 

総 企

健 福

関係局
② 災害対策（避難所等）について 

③ 学校をめぐる諸問題について 

④ ずっと住み続けたいまちを目指す取組について 

⑤ 高齢者支援について 

33 ＊ 松 井 孝 至 ① 子供の体力向上課題対策プロジェクトについて 教育長 

教次長 

総 企

関係局② 個人メールアドレスの流出について 

34 ＊ 山 田 益 男 ① 組体操の課題について 教育長 

幸 

健 福

教次長② 神明町いこいの家跡地利用について 

③ 川崎駅西口バス広場について 

35 ＊ 雨 笠 裕 治 ① 市街地再開発整備について 市 長 

総 企

建 設 

副市長

ま ち

関係局
② 基幹道路整備右左折帯暫定整備基準の取組と協議

について 

③ 職員の超過勤務是正について 

36 ＊ 岩 隈 千 尋 ① 英語教育について 市 長 

総 企 

関係局 

教育長

教次長② 人材育成・人事評価について 

37 ＊ 押 本 吉 司 ① 職員の喫煙について 市 長 

教育長 

総 企 

中 原 

関係局 

副市長

人委長

健 福

教次長

② 組体操の実施について 

③ 中原区内の交通安全対策について 

平成２８年第２回定例会一般質問発言要旨（届出順） 
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  ＊ 印は一問一答方式

順序 発  言  者 要          旨 答  弁  者 

38 ＊ 堀 添  健 ① 都市計画道路溝ノ口線大山街道踏切の安全対策に

ついて 

・工事着手を踏まえた踏切安全対策 

総 企 

健 福 

建 設 

市 民

ま ち

関係局

② 町内会・自治会の加入促進について 

・ホームページへのリンク 

③ シティプロモーション活動について 

・職員の名刺活用等 

④ 障害者差別解消法への対応について 

・対応要領と研修体制 

・出資法人等への対応 

39 ＊ 飯 塚 正 良 ① 東扇島について 

・「川崎の浜」の整備 

・東扇島トラック待機場 

・島内の交通渋滞 

市 民 

港 湾 

建 設

関係局

② 球場の整備について 

・大師少年球場 

・池上新田球場 

・桜川球場 

③ 住居表示の変更について 

40 ＊ 林  敏 夫 ① 下水道事業の取組について 水管者 

関係局 

市 民

② 町内会・自治会会館の耐震化事業について 

③ 客引き行為等防止条例の推進について 

41 ＊ 嶋 崎 嘉 夫 ① 都市計画について 市 長 

関係局 

ま ち

② 耐震診断を義務化した沿道建築物の耐震対策事業

について 

42 ＊ 松 原 成 文 ① 中原区の安全・安心について 教育長 

市 民 

ま ち 

高 津 

教次長 

総 企

健 福

中 原

宮 前

関係局

② 町内会・自治会の防犯カメラ設置について 

③ 公営住宅の現状と今後について 

④ 教科書採択について 

43 ＊ 末 永  直 ① 本市バス路線等について 市 長 

総 企 

教次長 

教育長

交 通

関係局
② 家庭教育の推進等について 

③ 道徳教育の推進等について 

④ 災害対策等について 

44 ＊ 斎 藤 伸 志 ① 自立型水素エネルギー供給システムの活用につい

て 

財 政 

交 通 

臨 海

関係局

② 上作延停留所等の乗車対応について 

③ 入札制度について 

45 ＊ 原  典 之 ① 防災行政について 総 企 

消 防 

建 設

関係局② 消防行政について 

③ 霊園事業について 

46 ＊ 野 田 雅 之 ① 感震ブレーカー設置促進について 教育長 

経 労 

建 設 

関係局 

総 企

ま ち

教次長
② 市営プールの運営管理について 

③ 部活動の現状と課題について 

④ まちの活性化に向けた取組について 
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  ＊ 印  

順序 発  言  者 要          旨 答  弁  者 

47 ＊ 橋 本  勝 ① 川崎港緑化計画について 総 企 

港 湾 

関係局 

健 福

消 防② 救急搬送等について 

③ 指定都市都道府県調整会議について 

48 ＊ 老 沼  純 ① 本市の危機管理体制について 副市長 

総 企 

教次長 

教育長

経 労

関係局
② 都市ブランド推進事業について 

③ 食農教育事業について 

④ 川崎市農業振興計画について 

49 ＊ 山 崎 直 史 ① 市バスについて 市 長 

経 労 

関係局 

副市長

交 通② 農業振興地域について 

50 ＊ 浅 野 文 直 ① 幼稚園周辺における保育所整備について 市 長 

財 政 

建 設 

水管者

こども

関係局
② 指名競争入札の業者選定基準について 

③ グラウンド整備における更衣室の在り方について 

51 ＊ 矢 沢 孝 雄 ① 特別養護老人ホームの整備について 水管者 

経 労 

ま ち 

交 通 

財 政

健 福

建 設

関係局

② 市道向ヶ丘４８号線歩道橋整備状況について 

③ 農地の適正利用について 

④ バス交通整備について 

⑤ 街路樹適正管理計画について 

52 ＊ 吉 沢 章 子 ① 無戸籍者について 市 長 

教育長 

こども 

関係局 

副市長

市 民

教次長
② 子どもの貧困対策について 

53 ＊ 廣 田 健 一 ① 自主防災について 総 企 

関係局 

こども

② 児童虐待について 
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議 会 運 営 の 手 引 き（抜粋）

第１１章 選 挙

第１節 （省略）

第２節 その他の選挙

２２８  市並びに各区選挙管理委員及び同補充員の選挙に

ついては、議会運営委員会で協議する。なお、候補者が決

まったときの選挙の方法は、指名推選とする。

２２９  指名推選により選挙する選挙管理委員補充員の補

充の順序は、委員候補のいない推薦会派を優先順位（多数

会派順）とし、次に委員候補のいる推薦会派（多数会派順）

を指定する。なお、１会派で２名の補充員候補があった場

合には、２人目は全会派一巡後に指定する。

２３０  市並びに各区選挙管理委員及び同補充員の当選者

には、文書で通知するとともに、承諾書の提出を求める。
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各区選挙管理委員及び同補充員について

各区選挙管理委員会及び同補充員の定数は、各区それぞれ４人ですので、７区合計で２８

人ずつとなります。これに「議会の構成議員数割合」を乗じて数値を算出し、さらに各会

派へ配分する「委員数」は、次のとおりとなります。

会 派 人数 計 算 式 委員数 備考

自 民 党 １９ ２８×１９／６０＝８．８６６ ９

公 明 党 １３ ２８×１３／６０＝６．０６６ ７

民 主 み ら い １１ ２８×１１／６０＝５．１３３ ６

共 産 党 １１ ２８×１１／６０＝５．１３３ ６

無 所 属 １ ２８×１／６０＝０．４６６ －

無 所 属 １ ２８×１／６０＝０．４６６ －

無 所 属 １ ２８×１／６０＝０．４６６ －

無 所 属 １ ２８×１／６０＝０．４６６ －

無 所 属 １ ２８×１／６０＝０．４６６ －

無 所 属 １ ２８×１／６０＝０．４６６ －

計 ６０ ２８

   選挙管理委員総数         会 派 人 数 

       （同補充員総数）         議 員 総 数 
× 計算式 

35



  　　　市区名
区　計

　　　　  正補別　　　

　会派名

◎ ② ◎ ③ ◎ ① ◎ ① ◎ ② ◎ ② ◎ ② ◎ ②

◎ ④

公 明 党 ◎ ③ ◎ ④ ◎ ② ◎ ③ ◎ ④ ◎ ③ ① ◎ 6

民 主 党 ◎ ④ ① ◎ ③ ◎ ② ◎ ③ ◎ ④ ◎ ◎ ③ 6

共 産 党 ◎ ② ◎ ④ ◎ ① ◎ ◎ ③ ◎ ④ 5

みんなの党 ① ◎ ◎ ① ◎ ④ ① 3

補充員

8

補充員委　員 （各28人）補充員委　員

高　津　区

委　員 補充員 委　員

自 民 党

委　員

※　「◎」は委員。「○」は補充員、中の数字は補充員の順位を示す。

補充員

幸　　　区 中　原　区

補充員

川　崎　市

委　員

市及び各区選挙管理委員・同補充員割り振り表

委　員 補充員 委　員 補充員

多　摩　区

平成２４年８月２８日

宮　前　区 麻　生　区川　崎　区

3
6



  　　　市区名
区　計

　　　　  正補別　　　

　会派名

公 明 党 7

民主みらい 6

共 産 党 6

※　「◎」は委員。「○」は補充員、中の数字は補充員の順位を示す。

補充員補充員

川　崎　市

補充員

平成２８年　月　　日

宮　前　区 麻　生　区

自 民 党

委　員

9

補充員委　員 （各28人）

市及び各区選挙管理委員・同補充員割り振り表

委　員 補充員 委　員 補充員

川　崎　区 高　津　区

委　員 補充員 委　員

多　摩　区

委　員 補充員

幸　　　区 中　原　区

委　員

3
7



氏　　　　名 郵便番号 電話番号 所属政党 推薦会派

小
こ

　竹
たけ

　光
こう

　洋
よう

210-0846 366-4170 共 産 党 共 産 党

上
うえ

　原
はら

　國
くに

　男
お

214-0003 944-2900 自 民 党 自 民 党

玉
たま

　井
い

　信
のぶ

　重
しげ

214-0038 966-1882 民 進 党 民 主 党

本
ほん

　間
ま

　二
じ

　郎
ろう

214-0004 945-0075 公 明 党 公 明 党

区名 職　　名 氏　　　　名 郵便番号 電話番号 所属政党 推薦会派

委 員 長 髙
たか

　野
の

　愼
しん

　一
いち

210-0844 244-7892 無 所 属 みんなの党

委員長職務代理者
水
み

　戸
と

　　　武
たけし

210-0851 333-0581 無 所 属 自 民 党

委 員 赤
あか

　坂
さか

　　　實
みのる

210-0852 355-0471 公 明 党 公 明 党

委 員 薄
うす

　衣
ぎ

　敏
とし

　則
のり

210-0832 277-3824 自 民 党 自 民 党

委 員 長 古
こ

　作
さ く

　榮
ひで

　敏
とし

212-0057 411-9499 公 明 党 公 明 党

委員長職務代理者
川
かわ

　端
ばた

　　　猛
たけし

212-0054 588-1864 共 産 党 共 産 党

委 員 佐
さ

　野
の

　和
かず

　行
ゆき

212-0054 588-6635 自 民 党 自 民 党

委 員 田
た

　村
むら

　良
よし

　雄
お

212-0055 588-2031 民 進 党 民 主 党

委 員 長 荒
あら

　籾
もみ

　一
かず

　男
お

211-0063 711-2585 民 進 党 民 主 党

委員長職務代理者
小
こ

　塙
ばなわ

　三
みつ

　男
お

211-0024 422-3991 共 産 党 共 産 党

委 員 森
もり

　田
た

　安
やす

　信
のぶ

211-0066 722-5188 公 明 党 公 明 党

委 員 沓
くつ

　掛
かけ

　　　朗
あきら

211-0045 751-5596 自 民 党 自 民 党

委 員 長 星
ほし

　野
の

　憲
けん

　司
じ

213-0001 822-3806 無 所 属 みんなの党

委員長職務代理者
堀
ほり

　川
かわ

　幸
ゆき

　夫
お

213-0004 811-2874 民 進 党 民 主 党

委 員 森
もり

　　　國
くに

　雄
お

213-0026 766-8858 自 民 党 自 民 党

委 員 小
お

　澤
ざわ

　良
よし

　治
はる

213-0011 811-3167 公 明 党 公 明 党

委 員 長 野
の

　口
ぐち

　  　彦
ひこ

216-0001 777-7446 共 産 党 共 産 党

委員長職務代理者
井
いの

　上
うえ

　　　高
たかし

216-0012 977-1640 無 所 属 みんなの党

委 員 猿
さる

　橋
はし

　脩
のぶ

　惠
やす

216-0015 977-5116 自 民 党 自 民 党

委 員 柴
しば

　田
た

　憲
のり

　武
たけ

216-0003 855-7641 公 明 党 公 明 党

委 員 長 宮
みや

　本
もと

　浩
ひろ

　巨
み

214-0021 933-1367 無 所 属 みんなの党

委員長職務代理者
馬
ば

　場
ば

　志
ゆき

　夫
お

214-0007 944-5495 自 民 党 自 民 党

委 員 小野寺
お の で ら

　勝
かつ

　正
まさ

214-0038 954-5662 民 進 党 民 主 党

委 員 井
いの

　上
うえ

　克
かつ

　己
み

214-0038 900-1131 共 産 党 共 産 党

委 員 長 山
やま

　本
もと

 　 　夫
お

215-0022 987-1976 公 明 党 公 明 党

委員長職務代理者
佐
さ

　藤
と う

　政
まさ

　利
とし

215-0027 987-2372 共 産 党 共 産 党

委 員 髙
たか

　橋
はし

　　　章
あきら

215-0018 954-8133 民 進 党 民 主 党

委 員 渡
わた

　邊
なべ

　辰
たつ

　夫
お

215-0021 966-6109 自 民 党 自 民 党

委 員

川
崎
区

川崎区浜町１丁目７番１３号

川崎区鋼管通２丁目３番１号

川崎区池上新町３丁目３番１号

高津区久末３０３番地

高津区諏訪２丁目４番１８－１０５号
モナークマンション二子玉川園

幸区小倉４丁目２１番２－１０１号
県営小倉団地

高津区久本３丁目１２番２０－５０２号
ルネサンスフォルム溝の口

麻生区下麻生３丁目３４番１号

宮前区菅生１丁目３番１２号

中原区上新城１丁目１１番４号

宮前区野川２２４５番地
県営１３－４０１

麻生区上麻生３丁目８番２０号

宮前区水沢３丁目１番１２号

多摩区生田５丁目３番８号

幸区南加瀬３丁目４番２０号

幸区北加瀬３丁目１１番１８号

多摩区宿河原３丁目２３番２３号

宮前区有馬７丁目９番９号

委員長職務代理者

高津区溝口３丁目１６番１号

幸
区

川崎区渡田新町１丁目１０番２号

多摩区菅馬場１丁目２８番１０号

住　　　　　　　　所

委 員

中
原
区

中原区西加瀬１２番４４号

幸区小倉２丁目２６番２７号

多
摩
区

麻生区王禅寺東２丁目２４番５号

多摩区生田８丁目１６番１２号

中原区小杉町１丁目４０３番地４
パロス武蔵小杉３０１

麻生区岡上１６１７番地３

多摩区菅城下７番１７号

高
津
区

宮
前
区

中原区今井西町２０番２４号

麻
生
区

川崎市各区選挙管理委員名簿

川崎市選挙管理委員名簿
平成28年6月1日

多摩区生田６丁目７番１５号

委 員 長

任期（平成24年10月14日～平成28年10月13日）

職        名

多摩区菅稲田堤２丁目７番１１号

住　　　　　　　　　所

川崎区小田３丁目７番１０号

くに

くに



所属 氏　　　　名 所 属 政 党

青
あお

　木
き

　秀
ひで

　記
き

無 所 属

笠
かさ

　原
はら

　勝
まさ

　利
とし

自 民 党

長
なが

　尾
お

　　　武
たけし

公 明 党

庄
しょう

　嶋
じま

　弘
こう

　介
すけ

無 所 属

鈴
すず

　木
き

　安
やす

　房
ふさ

無 所 属

白
しら

　井
い

　淳
じゅん

　子
こ

共 産 党

大
おお

　竹
たけ

　伸
のぶ

　拡
ひろ

無 所 属

藤
ふじ

　原
わら

　謙
けん

　吾
ご

公 明 党

山
やま

　下
した

　秀
ひで

　男
お

無 所 属

治
はる

　部
べ

　誠
せい

一
いち

郎
ろう

公 明 党

佐
さ

々
さ

木
き

　勇
いさ

　美
み

無 所 属

西
にし

　村
むら

　由
よし

　男
お

共 産 党

齋
さい

　藤
と う

　利
とし

　二
じ

無 所 属

若
わか

　月
つき

　一
かず

　義
よし

無 所 属

國
くに

　松
まつ

　　　勲
いさお

公 明 党

原
はら

　　　朝
とも

　春
はる

無 所 属

髙
たか

　橋
はし

　瑞
みず

　穗
ほ

共 産 党

鈴
すず

　木
き

　健
けん

　之
じ

自 民 党

三
みつ

　部
べ

　正
まさ

　子
こ

無 所 属

山
やま

　本
もと

　幸
ゆき

　夫
お

公 明 党

井
いの

　上
うえ

　　　高
たかし

無 所 属 ※

猿
さる

　橋
はし

　脩
のぶ

　惠
やす

自 民 党 ※

栃
とち

　木
ぎ

　孝
たか

　雄
お

公 明 党

安
やす

　岡
おか

　重
しげ

　高
たか

無 所 属

埜
の

　口
ぐち

　三
さぶ

　郎
ろう

公 明 党

小
こ

　泉
いずみ

　喜
き

　一
いち

自 民 党

中
なか

　村
むら

　　　孝
たかし

共 産 党

佐
さ

　藤
と う

　美
み

　好
よし

無 所 属

市
いち

　川
かわ

　　　毅
たけし

無 所 属

横
よこ

　山
やま

　　　章
あきら

自 民 党

関
せき

　野
の

　紀
き

　好
よし

無 所 属

押
おし

　井
い

　謙
けん

　吉
きち

共 産 党

　〔備　考〕
1　※印の2名（宮前区）は、選挙管理委員に就任
2　推薦会派・所属政党については、平成24年10月の委員改選時のもの

川崎市各区選挙管理委員補充員名簿

住　　　　　　　　所 推 薦 会 派
補 充 順
位

平成28年6月1日現在

2

み ん な の 党 1

麻生区高石５丁目１８番１０号 自 民 党

川
崎
区

公 明 党 4

川崎区大島上町２１番５－６０７号
ナイスステージ川崎ウイング

自 民 党 3

川崎区日進町１番地
サンスクエア川崎３－１００２

民 主 党 1

共 産 党

自 民 党 1

幸区南加瀬４丁目１０番３１－５０２号
サーパス日吉

公 明 党 2

幸区戸手４丁目５番４号

民 主 党 3

幸区河原町１番地 河原町団地２－８５０ 共 産 党 4

幸区古市場１丁目２８番地

自 民 党 1

中原区上小田中２丁目２０番３５号 民 主 党 2

中原区新城４丁目４番１３号

公 明 党 3

中原区上小田中１丁目５番１２号 自 民 党 4

中原区丸子通２丁目６８２番地

公 明 党 4

高津区蟹ケ谷６０番地１
ニューウェルテラス第７日吉４０１

共 産 党 1

高津区久末５９３番地 自 民 党 2

高津区坂戸３丁目３番１－４２９号

民 主 党 4

宮前区犬蔵１丁目２９番５号

み ん な の 党 1

宮前区菅生１丁目３番１２号 自 民 党 2

宮前区水沢３丁目１番１２号

宮前区東有馬３丁目５番３１号

自 民 党 2

公 明 党 1

多摩区生田１丁目３０番７号 自 民 党 2

4

2

共 産 党 3

共 産 党 4

民 主 党 3

み ん な の 党 1

み ん な の 党

公 明 党 3

川崎区宮前町７番７号 民 主 党 4

公 明 党 3

民 主 党 3

高津区子母口２０９番地７

麻生区下麻生１丁目６番２１－４０７号
麻生台団地

多摩区長尾１丁目５番８号

多
摩
区

麻
生
区

多摩区菅仙谷２丁目２２番１１号

麻生区片平３丁目９番１５号

多摩区宿河原４丁目２６番１４号

麻生区高石１丁目２０番２号

川
崎
市 中原区丸子通２丁目４４０番地

中原区上丸子天神町７１番地

麻生区千代ケ丘４丁目２３番地３
ライオンズマンション新百合丘１０６

幸
区

中
原
区

高
津
区

宮
前
区

川崎区池上新町２丁目１３番８号

川崎区宮前町７番１号　第２三光荘２０２
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